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研究テーマ 

「外国語学習における学習プロセス ―SNS 投稿とライティング言語運用能力の関連性―」 

 

１．概要 

本研究は、外国語学習のライティング能力支援に着目した学習環境の構築・実践・評価を

目的とする。教室内のフォーマルラーニングでは個別対応に制約の多いライティング発信

の場を、ブログを中心とした学習者の SNS上の「書く」行為と連動させることで、体験連

動型の学習環境構築の実現を目指す。具体的には初習言語としてドイツ語を学習する日本

語母語話者の学習環境の構築を対象とし、ブログを発信の場として実証実験をおこなう。

これまでの実験および評価から得た知見をふまえ、既習期間の異なる複数の被験者を SNS

上の非公開グループに設定し、Web 上の参与観察をおこなう。その際、アウトプットとし

てドイツ語で書かれる被験者の文字データ、SNS 上のコメントデータ、個別の聞き取り調

査内容を対象として調査・分析する予定である。 

 

２．成果報告 

今学期は主に、「ドイツ留学を終えた学習者へのインタビュー・アンケート」「ドイツ滞在

および勤務経験者へのインタビュー・アンケート」「海外留学経験者へのインタビュー・ア

ンケート」をおこなった。また、海外留学経験者へは教材作成、授業案作成にかんする意

見調査もおこなった。およびそれを踏まえた「研究テーマの見直し」を行った。1年のドイ

ツでの交換留学後、ほぼ同時期にドイツ留学を経験したドイツ語学習者に、現地において

どのような学習をおこなっていたか、また留学中のドイツ語ライティング活動における変

化についてインタビューをおこなった。 

それを踏まえ、プロジェクトでの研究構想発表を繰り返しおこない、コメントやフィード

バックをいただくことで今後の研究計画の見直しをおこなった。具体的には、定性的な研

究に重点をおき、インタビューベースで SNSライティングにおける特長を明らかにする方

向で進めていきたいと考える。 

また、関連分野（主に外国語教育、異文化教育）の文献を輪読・ディスカッションをおこ

なった。 

 

３．今後の予定 

ドイツ留学を終えた学習者のライティング習慣に関して、追跡的にインタビュー、アンケ



ートをおこなう。またドイツ語ライティングのプロセスにおいて、紙面と SNSではどのよ

うに異なるか、SNS で外国語を書くときの主だった特長は何かを明らかにすることで、今

後、多様なライティングスタイルに対応するための知見を得たい。 


